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魔」とは異なる観念であることが知られている。ア
イヌは動物や植物、太陽や風、雷等の自然すべて神
とみなし、悪魔も神の一種とみなした。『ホルス』
の悪魔は、「冬」という自然を象徴した存在でもあ
り、それはアイヌの悪魔とも通じる考え方である。
注４ DVD『雪の女王』三鷹の森ジブリ美術館制作2004
に収められた「宮崎駿インタビュー“想いをつらぬ
く”」から。
注５ 代表的なものとしては、藤津亮太「アニメーション
で映画を作ること」高畑勲演出・大塚康生絵コンテ
作画『スタジオジブリ絵コンテ全集第Ⅱ期 太陽の
王子ホルスの大冒険 東映アニメーション作品』徳
間書店 2003年 がある。また、このことは高畑勲
『「ホルス」の映像表現』徳間書店 1983年 や尾崎
英夫編『ジブリ・ロマンアルバム 太陽の王子 ホ
ルスの大冒険』徳間書店 1984年 等の表紙がホル
スではなく、ヒルダの姿であることからも象徴的で
ある。
注６ 高畑、前掲『「ホルス」の映像表現』徳間書店
1983年 p.170
注７ 尾崎英夫編、前掲『ジブリ・ロマンアルバム 太陽
の王子 ホルスの大冒険』徳間書店 1984年
p.184、p.189によると、『ホルス』製作当初に参考
または想定した風俗が、アイヌや北欧、フィンラン
ドのラップ族、東欧であること、また当初の時代設
定として、初期鉄器時代や新石器時代を想定してい
たこと（最終的には曖昧にしておくこととなった）、
さらに、作品映像からは、漁労生活を営んでいたこ
と、婚礼衣裳や住居の入口には太陽が描かれている
こと等から、自然崇拝の信仰を持っていたと考えら
れる。
注８ 高畑、前掲『「ホルス」の映像表現』徳間書店
1983年 p.198
注９ 尾崎英夫編、前掲『ジブリ・ロマンアルバム 太陽
の王子 ホルスの大冒険』徳間書店 1984年
p.184
注10 大塚康生『作画汗まみれ 増補改訂版』徳間書
2001年 pp.116135
注11 東山魁夷「暗い沼」『現代日本の美術７巻 東山魁
夷』集英社1976年 pp.135138
注12 高畑、前掲『「ホルス」の映像表現』徳間書店
1983年 p.202
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